
資料１

令和元年７月５日現在

部門 所管部 施策区分 ページ 備考

森林部門 林政部 1

2

3

4

5

ぎふの豊かな森林・水を活かした
環境にやさしい社会づくり 6

7

8

9

10

11

12

13

14

環境部門 環境生活部
自然生態系の保全と再生

15

16

17

農政部 18

19

20

21

22

23

24

25

26

ぎふの豊かな森林・水を活かした
環境にやさしい社会づくり 27

県土整備部 28

29

自然生態系の保全と再生

・河川魚道の機能回復事業（里川振興課）

・用排水路・河川落差解消支援事業

・小水力発電による環境保全推進事業

・流域協働による効率的な河川清掃事業

・河川魚道の機能回復事業（河川課）

自然生態系の保全と再生

・生きものにぎわうため池再生事業

・野生鳥獣保護管理推進事業（ﾆﾎﾝｼﾞｶ・ｲﾉｼｼ等の捕
獲）

・野生鳥獣保護管理推進事業（カワウ捕獲）

・野生鳥獣保護管理推進事業（捕獲の担い手確保）

・生態系保全市町村支援事業

地域のニーズに基づいた
環境保全活動の促進 ・清流の国ぎふ地域活動支援事業

・清流の国ぎふ市町村提案事業

・野生動物総合対策普及推進事業

・上流域と下流域の交流事業

・生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業

・水田魚道設置推進事業

・生態系保全団体支援事業

人づくり・仕組みづくり

・木質バイオマス利用施設導入促進事業

・木の香る快適な公共施設等整備事業

・ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業

・県民協働による未利用材の搬出促進事業

・ぎふ木育拠点整備等事業

・ぎふの木育教材導入支援事業

・森と木と水の環境教育推進事業

人づくり・仕組みづくり

平成３０年度 清流の国ぎふ森林・環境基金事業 評価シート（概要版）

事業名

１００年先の森林づくりの
推進 ・環境保全林整備事業

・水源林公有林化支援・推進事業

・里山林整備事業、森林地域外危険木除去事業

・観光景観林整備事業

・１００年先の森林づくり普及推進事業



自己評価の評価方法について

　審議会のご意見を踏まえ第２期より、自己評価については、事業実
績（事業量、事業費）の進捗率に基づき、評価を実施しています。

評価項目の進捗率 自己評価

９０％以上 高く評価できる

７０％以上、９０％未満 概ね評価できる

５０％以上、７０％未満 あまり評価できない

５０％未満 評価できない



①

②

③

④

計　画（ha） 

実　績（ha）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

1

事業費 542,619千円 317,555千円 58.5

事
業
評
価

自己評価

・７月豪雨や台風21号等の影響により造林地や林道等が被災し、林道等の復旧に時間
を要するため事業地への到達が困難となったことや、森林技術者が災害復旧作業に従
事することで労働力の確保が困難となった。
・事業を中止する箇所が多発する中、代替地を360ヘクタール確保することにより、平成
30年度の計画値に対し62％を実施した。
・今後は平成30年度より開始した事業の年度繰越を活用し、降水量が少なく、また労働
力に余力がみられる年度末から年度初めの期間の事業量の拡大を図る。

あまり評価できない

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 2,600ha 1,615ha 62.1 ％

30年度の実施内容

県内の24市町村の活動に対し補助を行った。

実
施
状
況
写
真

間伐実施前 間伐実施後

350,195 317,555 667,750

66.3 62.1 25.7

1,725 1,615 3,340

R３年度 第２期　計

2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 13,000

事業主体
市町村、森林組合、生産森林組合、森林組合連合会、森林整備法人、林業事業体、特定非営利活動法
人等

事業概要 市町村森林整備計画で環境保全林に区分された水源林、渓畔林等において間伐を実施。

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 森林整備課

事 業 名 環境保全林整備事業

事業目的

・既存の林業経営では採算の合わない飲用水や農業用水等の水源地域や渓流域、急傾斜地等の森林
の整備・保全を推進するため、間伐等を支援し、環境を重視した森林づくりを進める。
・水源地域周辺や急傾斜地等における森林環境の改善により、森林の公益的機能の維持増進が図られ
る。



①

②

③

④

計　画（ha） 

実　績（ha）

進捗率 （％）

事業費（千円）

環境保全林効果検証事業

（中津川市高山日比渡瀬地内）

％

2

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 林政課１００年の森づくり推進室

事 業 名 １００年先の森林づくり普及推進事業

事業目的
人工林に広葉樹を導入（針広混交林化）する場合や、森林を観光に資する場合等において、望ましい森
林に誘導するための施業方法を検証する。

事業主体 県

事業概要 環境保全林等の効果検証

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

2.42 0.48 2.90

2.42 0.35 2.77

100% 72.9% 95.5%

3,043 1,289

環境保全林効果検証事業

4,332

30年度の実施内容

県内３箇所において効果検証事業箇所を設置した。

実
施
状
況
写
真

環境保全林効果検証事業

（八百津町八百津隠玄田地内） （高山市丹生川町町方コウノス地内）

事
業
評
価

自己評価 ・平成30年度は八百津町、中津川市、高山市の環境保全林に針広混交林化を検証す
るための試験地を設置した。ただし、設置を計画していた本巣市については、作業道の
風倒木処理に時間を要したため、設置ができなかった。
・平成29年度の事業個所（揖斐川町坂内）において、間伐方法やシカ柵有無別に固定
調査区を設置し、施業後1年目の高木性種の侵入状況を調査した。本調査で高木性種
が複数確認されたことから、侵入個体を個別識別し、成長期毎にその消長を継続調査
する。

概ね評価できる

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 ％

事業費 2,811千円 1,289千円 45.9

0.48ha 0.35ha 72.9

高木性樹種の侵入調査プロット 侵入個体の個別識別状況 侵入した高木性種 



①

②

③

④

計　画（ha） 

実　績（ha）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

3

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 治山課

事 業 名 水源林公有林化支援・推進事業

事業目的 水源林の公有林化による適正な森林管理の促進

事業主体 市町村・県

事業概要 森林取得に対する支援、森林取得

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

20 20 20 20 20 100

17.77 10.08 27.85

88.9 50.4 27.9

公有林化された森林

6,978 6,274 13,252

20,000千円 6,274千円 31.4

30年度の実施内容

２町による水源地域の森林の取得に対し補助した。

実
施
状
況
写
真

事
業
評
価

自己評価

・平成30年度は、年度途中における土地所有者の意向の変化のため、取得面積が減
少し、計画値に対して50.4％の実績であったが、事業の実施市町村は２町となり前年度
から増加した。
・目標値達成のため、市町村への事業説明等を実施していくとともに、当事業が有する
水源地域の保全のための「セーフティネット」としての役割や事業の重要性について、
更なる周知に努めていく。

あまり評価できない

取水口

（八百津町）

10.08ha
事
業
実
績

計　画　（Ａ)

50.4 ％

事業費

公有林化された森林

（八百津町） （白川町）

実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 20ha



①

②

③

④

計　画（ha） 

実　績（ha）

進捗率 （％）

計　画
（危険木実施箇所）

実　績
（危険木実施箇所）

進捗率 （％）

事業費（千円）

千円 千円 ％

4

92 116 208

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 恵みの森づくり推進課

事 業 名 里山林整備事業、森林地域外危険木除去事業

事業目的

・野生鳥獣による被害の軽減など地域住民の生活環境の保全や生物多様性の保全を図るため、里山林
の整備に要する経費を助成する。
・住宅街・集落、農地周辺や生活道路沿線の森林整備等が行われることにより、里山林の快適環境形成
機能や保健文化機能の維持増進が図られる。

事業主体 市町村、森林組合、林業事業体、特定非営利活動法人等

事業概要 集落・農地等周辺の里山林整備の助成

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

650 650 650 650 650 3,250

317.91 320.14 638.05

230.0 290.0 104.0

整備前 整備後

221,841 249,016 221,841

進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 49.3 ％

30年度の実施内容

320.14haの里山林の整備（うち危険木の除去116箇所）を行った。また、９施設の改修を行った。

事業費 74.0

事
業
評
価

自己評価
・地域の要望が里山の間伐から危険木の除去にシフトしてきており、危険木の除去の
事業費が全体事業費の50％以上を占め、実績値は320.14haとなり計画値を下回った。
・一方で危険木除去の実施箇所は計画値に対し290%を実施することができ、地域住民
満足度調査結果では、95.6％が「とてもよかった」「よかった」と回答しており、地域ニー
ズに応えた森林整備を実施できた。
・また、１箇所あたりの単価が増加傾向にある危険木の除去について危険木、保全対
象、施業内容の定義を明確にした。
・今後は、この条件の下で歩掛を設定するなど、更なる事業内容の精査を検討するとと
もに、目標達成のため、不用木除去の事業地確保を行うなど、引き続き、地域の要望
に沿った里山林整備を推進していく。

概ね評価できる

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ）

650 ha 320.14 ha

336,622 249,016

48.9 49.3 19.6

40 40 40 40 40 200

％事業量
（危険木実施箇所）

40 116箇所 箇所 290.0



①

②

③

④

計　画（ha） 

実　績（ha）

進捗率 （％）

事業費（千円）

千円 千円 ％

5

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 恵みの森づくり推進課

事 業 名 観光景観林整備事業

事業目的
観光道路等から眺望ができ、景観として価値が高く、観光客を呼び込み地域活性化等に資することがで
きる森林について、観光景観林として公的関与の高い管理・整備を推進することによって、各地域で優れ
た森林景観を形成し、公益的機能の維持・向上・回復を図る。

事業主体 市町村

事業概要 100年の森林づくり計画において、観光景観林としてゾーニング又はゾーニング予定箇所の森林整備

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

70 70 70 70 70 350

97.19 195.03 292.22

138.8 278.6 83.5

22,417 51,225 73,642

30年度の実施内容

195.03ｈａの観光景観林の整備を行った。

実
施
状
況
写
真

整備前 整備後

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 70 ha
195.03

（うち昨年度繰越分
38.37ha）

ha

事
業
評
価

自己評価

・目標面積70haに対し、195.03haの観光景観林の整備を行うことができた。
高く評価できる

278.6 ％

事業費 50,000 51,225
（うち昨年度繰越分7,344千円）

102.5



①

②

③

④

計　画 

実　績

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

6

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 県産材流通課

事 業 名 木質バイオマス利用施設導入促進事業

事業目的 地域の木質バイオマスの利用を促進し、環境にやさしい循環型社会を構築する。

事業主体 市町村、学校法人、社会福祉法人、医療法人、NPO法人、民間事業者等

事業概要 公共施設等へ木質ペレットやチップ、薪を利用するボイラーやストーブの導入を促進

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

ストーブ　20台
ボイラー1施設

ストーブ　20台
ボイラー1施設

ストーブ　20台
ボイラー1施設

ストーブ　20台
ボイラー1施設

ストーブ　20台
ボイラー1施設

ストーブ　100台
ボイラー5施設

ストーブ　58台
ボイラー0施設

ストーブ　26台
ボイラー1施設

ストーブ　84台
ボイラー1施設

290％
0％

130％
100％

84％
20％

22,024 34,747 56,771

30年度の実施内容

小・中学校やこども園等の公共施設のほか、宿泊施設、温浴施設、喫茶店など多くの県民の利用が十分見込まれる
施設へ薪ストーブ４台、ペレットストーブ22台、木質ボイラー1施設の導入を支援した。

実
施
状
況
写
真

％
％

事業費 104.3

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量

事
業
評
価

自己評価

・薪・ペレットストーブは計画値の130％にあたる26台、木質ボイラーは計画どおり1施設
の導入を支援した。高く評価できる

温泉旅館のロビー・レストランに導入されたペレットストーブ（下呂市）

ストーブ　20台
ボイラー1施設

ストーブ施設　26台
ボイラー1施設

33,315千円 34,747千円

130
100



①

②

③

④

計　画
(施設数)
実　績

（施設数）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

7

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 県産材流通課

事 業 名 木の香る快適な公共施設等整備事業

事業目的 教育福祉関連施設等の木造化や内装木質化を促進

事業主体 法人、団体

事業概要 教育福祉関連施設等の木造化、内装木質化の支援

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

9 9 9 9 9 45

7 7 14

77.8 77.8 31.1

53,421 98,316 151,737

30年度の実施内容

教育福祉関連施設等（４市１町）に対し支援を行った。

実
施
状
況
写
真

池田町立片山保育園（池田町） 瑞浪市立瑞浪北中学校校舎（瑞浪市）

事業費 94.5

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量

事
業
評
価

自己評価

・4市1町の教育福祉関連施設等の木造化（２施設）及び内装木質化（５施設）に対し支
援した。
・整備施設数は計画値を下回ったものの、県産材使用量は計画値を上回り、高い成果
を得た。
・施設整備数は計画値を下回っていることから、引き続き積極的に市町村等への働き
かけを行っていく。

概ね評価できる

9施設 7施設

104,010千円
98,316千円

（うち昨年度繰越分2,470千
円）

77.8 ％



①

②

③

④

計画(セット・個)

実績(セット・個)

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

8

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 県産材流通課

事 業 名 ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業

事業目的 教育関連施設等における木製の机、椅子等の導入を支援

事業主体 法人、団体

事業概要 学校等の机・椅子等の導入の支援

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 6,000

1,375 1,999 3,374

114.6% 166.6% 56.2%

11,793 24,081 35,874

30年度の実施内容

30の教育福祉関連施設等（９市８町）に対し支援を行った。

実
施
状
況
写
真

高山市内中学校（高山市） 北方みなみ子ども館（北方町）

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 1,200セット・個 1,999セット・個 166.6 ％

事業費 25,990千円 24,081千円 92.7

事
業
評
価

自己評価

・保育園、学校等11施設（７市２町）、木育ひろばを設置した19施設（７市７町）の、県産
材木製品1,999セットの導入に対し支援した。高く評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画（t） 

実　績（t） 

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 県産材流通課

事 業 名 県民協働による未利用材の搬出促進事業

事業目的 森林内の未利用材の木質バイオマス資源としての利用促進を図り、低炭素型社会の構築を目指す。

事業主体 市町村

事業概要 市町村、地域住民らが一体となって林地残材を搬出する経費を支援する。

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

4,000ｔ 4,000ｔ 4,000ｔ 4,000ｔ 4,000ｔ 20,000ｔ

3,073.4ｔ 4,102.6 7,176ｔ

76.8 102.6 35.9

4,585 6,021 10,606

30年度の実施内容

９市町24団体が林地残材4,102.6トンを搬出。森林所有者らが搬出・運搬する未利用材の取引に要する経費のうち、
市町村が助成する額の1/2以内の額を支援。

実
施
状
況
写
真

未利用材の搬出活動の様子（左：大垣市、右：白川町）

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 4,000t 4,102.6ｔ 102.6 ％

事業費 6,685千円 6,021千円 90.1

事
業
評
価

自己評価

・平年より積雪量が少なかったことや、新たに2つの団体から搬出されたことなどを理由
に、搬出量は昨年度より、約1,029.2ｔ増加の4,102.6tの実績となった。
・引き続き地域住民が一体となって搬出活動されることを推進し、今後は活動参加人数
を増やしていけるようサポートを継続していく。

高く評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画（箇所） 

実　績（箇所） 

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 恵みの森づくり推進課

事 業 名 ぎふ木育拠点整備等事業

事業目的
・様々な世代（子ども～大人）・立場（指導者・作り手等）にある県民の方々が、だれでも、いつでも希望す
るときに、『ぎふの木』を核とした『学び』『交流・連携』『創造』『発信』のサービスを享受し、木育に関する新
たな行動を展開できるよう常設の木育拠点を整備する。

事業主体 県

事業概要 「ぎふ木育」の常設・総合的な拠点を整備する。

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

1 1

0 0 0

30年度の実施内容

建物の実施設計を完了し、平成31年３月に建設工事に着手した。

実
施
状
況
写
真

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 － － 0.0 ％

事業費 150,000千円 150,000千円
（次年度全額繰越）

100.0

事
業
評
価

自己評価

・平成30年４月から実施設計を行い、平成31年３月に建設工事に着手した。
・令和２年３月に竣工、開館準備を経て同4月に「ぎふ木遊館」として開館予定。－

事
業
実
績

ぎふ木遊館 正面 イメージ イメージ ぎふ木遊館 木育広場 イメージ 



①

②

③

④

計　画（施設） 

実　績（施設） 

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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おもちゃで遊ぶ園児

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 恵みの森づくり推進課

事 業 名 ぎふの木育教材導入支援事業

事業目的
将来の森林づくりを担う子どもたちが直接木を見て触れることのできる木製学習教材や木のおもちゃの
導入に対して支援することにより、人や自然に対する思いやりとやさしさを考えられる豊かな心を育む「木
育」の取り組みを進め、木材利用や環境保全に対する理解につなげる。

事業主体 市町村、学校法人、社会福祉法人、医療法人、子育て関連のＮＰＯ法人

事業概要 ぎふの木を使ったおもちゃやキット等の教材の導入への補助

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

60 60 60 60 60 300

52 60 112

86.7 100.0 37.3

2,720 3,544 6,264

30年度の実施内容

県内15市11町の60施設に対し補助を行った。

実
施
状
況
写
真

おもちゃで遊ぶ園児 学習用教材として活用

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 60施設 60施設 100.0 ％

事業費 4,000千円 3,544千円 88.6

事
業
評
価

自己評価

・応募数が増えたため、導入施設数は計画値の100％を達成したが、１申請あたりの事
業費が少額のため、事業費は計画値の約89％となった。高く評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画（人） 

実　績（人） 

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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緑と水の子ども会議の実施

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 恵みの森づくり推進課

事 業 名 森と木と水の環境教育推進事業

事業目的

・子どもたちを対象に、ぎふの豊かな自然（森・川・里山など）の持つ様々な公益的機能やそれらの保全に
関する正しい知識の提供、森・川・海のつながりを実感するためのフィールドを活かした環境教育、木に
触れ合うことを通じて自然に親しむ体験活動などの実施に対し支援し、将来の清流の国ぎふを担う人づく
りを推進する。

事業主体 県、市町村、学校法人、国立大学法人

事業概要 子どもたちを対象とした、森や木や川に関する環境教育

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

1,069 1,548 2,617

106.9 154.8 52.3

11,645 10,173 21,818

30年度の実施内容

県内の117の幼稚園・保育園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校等で木育教室や緑と水の子ども会議を開催
した。また、ぎふ木育交流会やぎふ木育教室指導者研修の人材育成を行った。

実
施
状
況
写
真

木育教室の実施 ぎふ木育交流会の開催

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 1,000人 1,548人 154.8 ％

事業費 12,480千円 10,173千円 81.5

事
業
評
価

自己評価

・新たに36施設で木育教室が実施され、1,548人が参加し、効果的に事業を実施するこ
とができた。高く評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画（件） 

実　績（件）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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⑤
第２期

事業実績

事業量

住民協働による里山整備活動 長良川での川遊び、自然体験

（三和まちづくり協議会） （（特非）長良川自然学校）

43,48621,789 21,697

113

140.0 142.5 56.5%

56 57

40 40 40 200

H29年度 H30年度 R元年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 環境企画課・恵みの森づくり推進課

事 業 名 清流の国ぎふ地域活動支援事業

事業目的
・県内の法人、団体が主体となって自ら企画・立案・実行する創意工夫のある森づくりや川づくり及び水環
境等の保全活動を支援する。

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

40件

R２年度 R３年度

県内の57の団体の活動に対し補助を行った。このうち、新たに当事業を活用した団体は12団体であった。

第２期　計

40 40

事業費 23,000千円 21,697千円 94.3

事業主体 法人、団体

事業概要 県内の団体等が自ら企画・立案・実行する創意工夫ある森づくり・川づくりへの支援

30年度の実施内容

事
業
実
績

実
施
状
況
写
真

事
業
評
価

自己評価

・計画を上回る57団体に対し支援を実施し、22,034人の県民の方に、森づくり、川づくり
活動へ参加していただき、県民総参加による環境保全活動を進めた。高く評価できる

57件 142.5 ％



①

②

③

④

計　画（件） 

実　績（件）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 環境企画課・恵みの森づくり推進課

事 業 名 清流の国ぎふ市町村提案事業

事業目的

・清流の国ぎふ森林・環境税の考え方（制度案）で４つの施策に掲げる、①１００年先の森林づくりの推
進、②自然生態系の保全と再生、③ぎふの豊かな森林・水を活かした環境にやさしい社会づくり、④人づ
くり・仕組みづくり、を効果的に進めるため、地域住民の意向や地域の実情に精通している市町村が特に
必要と考える事業に対し支援を行う。

事業主体 市町村

事業概要 市町村からの提案事業に対する補助

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

50 50 50 50 50 250

44 44 88

88.0 88.0 35.2%

101,229 104,413 205,642

30年度の実施内容

24市町における44件の事業に対し補助を行った。

実
施
状
況
写
真

市内小中学校において、おどり下駄等を製作 市民向け環境講座を実施

郡上市（平成30年度郡上木育推進モデル事業） 多治見市（たじみエコカレッジ運営事業）

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 50件 44件 88.0 ％

事業費 120,000千円 104,413千円 87.0

事
業
評
価

自己評価

・平成30度は県下42市町村のうち、24市町で44件の事業が実施された。
・地域特性の異なる各市町において、地域で抱える森づくりや川づくりに関する諸課題
を解決するための支援をすることができた。概ね評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画（人） 

実　績（人） 

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 環境企画課

事 業 名 野生動物総合対策普及推進事業

事業目的
鳥獣被害対策について科学的に研究し、当該研究成果を県、市町村や住民へ広めていくとともに、鳥獣
被害対策に取り組む人材を育成することを目的とする。

事業主体 岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター寄附研究部門「鳥獣管理の教育と普及」

事業概要 岐阜県の野生動物管理に関する調査研究、政策提案及び人材育成

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

500 500 500 500 500 2,500

1,458 1,042 2,500

291.6 208.4 100.0

20,711 20,487 41,198

30年度の実施内容

・鳥獣害対策に対する科学的データの収集・分析を行った。
・シンポジウムや講習会等を通じて鳥獣被害対策に取り組む人材育成を行った。

実
施
状
況
写
真

H30.6.16 連続講座「野生動物を知る」第１回 H30.8.29 わな捕獲研修会

鳥獣行政と「専門家・研究機関」のあゆみ

H30.8.23 教員免許状更新講習

事
業
評
価

自己評価

・連続講座などの参加者が1,042人と目標を大きく上回った。
・アンケート調査の「理解できた」と回答された方が約95％あった。高く評価できる

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

％

事業費 21,000千円 20,487千円 97.6

事業量 500人 1,042人 208.4



①

②

③

④

計　画（回） 

実　績（回） 

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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（可児市・可児川） （郡上市・ひるがの高原）

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 環境企画課

事 業 名 上流域と下流域の交流事業

事業目的
上下流域での自然体験や環境保全活動等を通じて子どもたちの森里川海のつながりの理解を深め、環
境保全意識を育む。

事業主体 県

事業概要 森里川海のつながりを踏まえた自然環境、環境保全の理解を深めるツアーを催行する。

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

15 15 15 15 15 75

16 16 32

106.7 106.7 42.7

7,042 6,992 14,034

30年度の実施内容

小中学生とその保護者を対象とした自然体験活動・環境学習・環境保全活動を行うツアー16コースを実施し、379人
が参加した。

実
施
状
況
写
真

H30.8.18 外来植物駆除 H30.7.22　水生生物調査 H30.10.20　里山保全活動

（高山市・乗鞍岳）

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 15コース 16コース 106.7 ％

事業費 8,000千円 6,992千円 87.4

事
業
評
価

自己評価

・計画を上回るツアーを実施することができ、アンケート調査では、参加者の９割以上の
方々から、「自然環境への関心・理解が深まった」、「森・里・川・海のつながりについて
の理解が深まった」との結果を得た。高く評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画（回・箇所）

実　績（回・箇所）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

17

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 環境企画課

事 業 名 生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業

事業目的
県民、企業、市町村、民間団体等多様な主体が、外来生物の脅威やイタセンパラの保護活動等の実際を
学ぶことにより、生物多様性の保全・再生について行動していく社会づくりを目指す。

事業主体 一般県民、自治体職員、民間団体等

事業概要 生物多様性に対する理解の促進

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

6 6 6 6 6 30

22 17 39

366.7 283.3 130.0

1,354 689 2,043

30年度の実施内容

・生物多様性シンポジウムの開催
・イタセンパラを活用した普及啓発活動、イタセンパラの繁殖技術の研究等

実
施
状
況
写
真

イタセンパラを活用した普及啓発 イタセンパラの試験放流

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 6回（箇所） 17回（箇所） 283.3 ％

事業費 2,000千円 689千円 34.5

事
業
評
価

自己評価

・イタセンパラを活用した普及啓発を、計画値を超える17回開催することが出来た。
・参加者の理解度は計画値を超える95％を達成することができた。高く評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画
（捕獲頭数)

実　績
（捕獲頭数）

進捗率 （％）

事業費（千円）

ﾆﾎﾝｼﾞｶ 7,500 頭 ﾆﾎﾝｼﾞｶ 4,437 頭 ﾆﾎﾝｼﾞｶ 59.2 ％

ｲﾉｼｼ 200 頭 ｲﾉｼｼ 292 頭 ｲﾉｼｼ 146.0 ％

％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農村振興課

事 業 名 野生鳥獣保護管理推進事業（ニホンジカ・イノシシ等の捕獲）

事業目的
個体群管理を目的としてニホンジカ及びイノシシの捕獲等を推進し、農林業や生活環境等への被害軽減
を図る。

事業主体 市町村、地域協議会（わなを中心とした捕獲体制整備支援事業に限る）

事業概要 ニホンジカ及びイノシシの個体群管理を目的とした捕獲等に係る支援

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

7,700 7,700 7,700 7,700 7,700 38,500

5,459 4,729 10,188

70.9 61.4 26.5

個体数調整事業取組状況(捕獲されたニホンジカ）

95,713 203,984 299,697

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量

30年度の実施内容

・個体数調整捕獲は18市町に対し支援を行った。
・わな捕獲を中心とした集落ぐるみでの捕獲体制の整備について、11地区へ補助を行った。
・わな捕獲技術向上研修会は県内３か所で開催した。

実
施
状
況
写
真

捕獲体制整備事業（集落での研修の様子）

事業費 134,450千円 203,984千円 151.5

事
業
評
価

自己評価

・集落ぐるみでの取組みへの理解が高まり、新たに１１地区で体制整備が行われた。
・H29年度の捕獲圧が高かったことや地域ごとの出没状況により、ニホンジカの捕獲実
績は計画の59％であったが、イノシシは県主体の捕獲を強化し、計画を上回る捕獲が
あった。
・集落単位での鳥獣害対策の取組みは効果が高く、当事業の実施により新たな地域で
の捕獲圧が高まることから、農産物被害の削減が期待される。

概ね評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画（羽） 

実　績（羽）

進捗率 （％）

事業費（千円）

千円 千円 ％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農村振興課

事 業 名 野生鳥獣保護管理推進事業（カワウ対策）

事業目的
・「岐阜県カワウ被害対策指針」に基づき、春から夏にアユ漁場に飛来する「被害を与えるカワウ」が生息
するコロニーやねぐら、飛来地の管理を行い、漁業被害の軽減及び環境被害の防止を図る。

事業主体 市町村、岐阜県漁業協同組合連合会、漁業協同組合、特定非営利活動法人及び協議会

事業概要 市町村及び団体等が行うカワウ及びカワアイサ（カワウ等）の捕獲及び追い払い等に係る支援

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

600 600 600 600 600 3,000

895 660 1,555

30,274

149.2 110.0 51.8

ドローンによる営巣状況の確認 

13,706 16,568

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

30年度の実施内容

カワウ等の捕獲・追い払い等に24の漁業協同組合・協議会が取組み、660羽を捕獲した。

実
施
状
況
写
真

事業量 110.0 ％

事業費 80.6

花火による追い払い 流域一斉対策

（庄川漁業協同組合） （郡上漁業協同組合） （可茂管内３漁業協同組合）

事
業
評
価

自己評価

・計画を上回る660羽の捕獲ができたほか、追い払い等の実施により河川に飛来するカ
ワウの数が減ったとの声が複数の漁協からあったことから、十分な効果があったと考え
る。高く評価できる

600 羽 660 羽

20,550 16,568



①

②

③

④

計　画  (人)

実　績 （人)

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農村振興課

事 業 名 野生鳥獣保護管理推進事業（捕獲の担い手の確保）

事業目的 農林業や生活環境被害の拡大に伴う有害鳥獣捕獲に対応できる市町村職員を育成する。

事業主体 市町村

事業概要 市町村職員が有害鳥獣捕獲に従事するための銃所持などにかかる助成

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

6 6 6 6 6 30

4 3 7

66.7 50.0 23.3

1,575 1,290 2,865

30年度の実施内容

３市において３名の従事者を育成することができた。

実
施
状
況
写
真

活動の様子（サル捕獲オリを管理する様子） 平成30年度事業で購入された銃

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量

事業費 3,000千円 1,290千円 43.0

事
業
評
価

自己評価

・7人の育成に取組み、やむを得ない事情により辞退した４名を除く３名の育成をするこ
とができた。
・途中辞退が生じていることから、事前調整を丁寧に行うとともに、育成地域を広げるた
め大型獣による農産物被害対策が必要な地域などへ呼びかけを行っていく。

あまり評価できない

6人 3人 50.0 ％
事
業
実
績



①

②

③

④

計　画
 (箇所数)

実　績
 (箇所数)

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農地整備課

事 業 名 生きものにぎわうため池再生事業

事業目的
ため池に生息する外来種を駆除することにより、里地の生態系の保全を図るモデル的な取組み等を推進
する

事業主体 県

事業概要 ため池に生息する外来種の駆除

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

3 3 3 3 3 15

4 4 8

133.3 133.3 53.3

2,032 2,211 4,243

30年度の実施内容

県内のため池４箇所で生息する外来種の駆除を実施した。

実
施
状
況
写
真

捕獲状況－大洞池（富加町）－ 捕獲した外来種－郷戸池（各務原市）－

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 3箇所 4箇所 133.3 ％

事業費 2,500千円 2,211千円 88.4

事
業
評
価

自己評価

・３箇所の計画に対し、４箇所の実績となり、計画に対する実績は133％となった。
・官民協働により関係者には事業の意義を理解していただけた。高く評価できる

事
業
実
績



①

②

③

④

計　画
 (地区数)

実　績
 (地区数)

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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R２年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農村振興課

事 業 名 水田魚道設置推進事業

事業目的
水田魚道の設置を促進することで、生態系保全とともに地域の環境意識の高揚、環境保全型農業の発
展につなげる。

5

事業主体 県

事業概要 ①水田魚道の設置促進（研修会の開催）
②水田魚道の効果検証

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度

2

R３年度 第２期　計

1 1 1 1 1

2,637 2,029

1 1

 水田魚道遡上調査

100.0 100.0 40.0

事業費 3,000千円 2,029千円

4,666

％

30年度の実施内容

・関市千疋地内で水田魚道設置研修会を実施
・魚類群集の調査を県下108地点(20地区)、水田魚道の遡上降下調査を自動計測装置を使用のもと関市上白金地
内、海津市地内、岐阜農林高等学校で実施

実
施
状
況
写
真

魚類群集調査状況

実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事
業
評
価

自己評価

・H30計画値に対し、100％の実績を達成した。
・河川内の落差解消、農業用排水路内の落差解消と連携して取組を実施しており、魚
道設置の効果がより大きく期待できる。
・水田魚道を活用した生きもの調査を継続して実施する地域もできている。

高く評価できる

事
業
実
績

計　画　（Ａ)

事業量

水田魚道設置研修（座学）

68.7

1地区 1地区 100.0

水田魚道設置研修（実習）



①

②

③

④

計　画  (団体数)

実　績 （団体数）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農村振興課

事 業 名 生態系保全団体支援事業

事業目的
・団体がおこなう里地里川の生態系を復活又は保全するモデル的な取り組みを支援することで、県内の
里地里川における生態系保全につなげる。

事業主体 特定非営利活動法人、地域団体等

事業概要
生態系に配慮した農業用水路の整備、水田や用排水路等を活用した環境教育の実施など、里地里川の
生態系を復活するモデル的取り組みへの支援

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 第２期　計

5 5 5 5 5 25

7 7 14

21,565

140.0 140.0 56.0

10,375 11,190

（生きもの紙芝居） （ヒメコウホネ）

再生した水田での稲刈り体験

5団体

30年度の実施内容

７団体で里地里川の生態系を保全するモデル的な取組みを実施

実
施
状
況
写
真

子ども達への環境教育 希少生物の生育調査 排水路での生き物調査

106.6

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量

事
業
評
価

自己評価

・H30計画値に対し、採択団体数は140％の実績となった。
・採択された団体では、これまで実施してきたビオトープ等の周辺環境の整備、再生し
た耕作放棄地での薬草栽培、希少生物の繁殖・保護活動、小学生を対象とした環境教
育の実施など、里地里川の生態系を復活するモデル的な取組みが行われた。

高く評価できる

7団体 140.0 ％

事業費 10,500千円 11,190千円



①

②

③

④

計　画
 (市町村)

実　績
 (市町村)

進捗率 （％）

事業費（千円）

％
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事業費 7,000千円 4,724千円 67.5

事
業
評
価

自己評価

・H30計画値に対し、採択市町村数は117％の実績となった。
・３市４町で活動を行い、スクミリンゴガイの成貝及び卵12.24tを駆除することができた。
・駆除総量は2年連続で減少しており、気象条件の影響はあるものの、継続した駆除の
効果が表れたものと考えられる。

高く評価できる

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 6市町村 7市町村 116.7 ％

30年度の実施内容

・７市町（各務原市、瑞穂市、本巣市、笠松町、岐南町、輪之内町、安八町）でスクミリンゴガイ（通称：ジャンボタニ
シ）の駆除を実施

実
施
状
況
写
真

駆除状況（各務原市） 駆除した成貝（輪之内町）

5,581 4,724 10,305

116.7 116.7 46.7

7 7 14

R３年度 第２期　計

6 6 6 6 6 30

事業主体 市町村

事業概要 水田や用排水路におけるスクミリンゴガイの駆除など

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農村振興課

事 業 名 生態系保全市町村支援事業

事業目的
市町村がおこなう里地里川の生態系保全の取り組みを支援することで、県内の里地里川における生態
系保全につなげる。



①

②

③

④

計　画
工事（設計）

実　績
工事（設計）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

25

4カ所（設計） 4カ所（設計）

20,000千円 7,041千円

％

土砂が堆積してしまった魚道

【栗巣川(郡上市)】 【牛道川(郡上市)】 【前川(郡上市)】

事業費 35.2

事
業
評
価

自己評価

・地元漁業者および専門家の知見を取り入れながら、計画通り魚道４カ所の実施設計
を完了できた。
・今後は着実に工事を実施していく。高く評価できる

事
業
実
績

事業量 100.0

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

30年度の実施内容

・魚道の改修内容について、地元漁業者および専門家の意見・要望を聴取した。
・県内４カ所の魚道改修工事に向けた実施設計を行った。

実
施
状
況
写
真

入り口に落差が生じてしまった魚道

- 7,041 7,041

付け石が脱落してしまった魚道

- 100.0 33.3

- 0（4） 0（4）

R３年度 第２期　計

- 0（4） 2（0） 2（2） 2（0） 6（6）

事業主体 県

事業概要 魚道の機能回復を図るため、魚道内の堆積土砂除去や魚道施設の補修等を実施

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 里川振興課

事 業 名 河川魚道の機能回復事業

事業目的
・河川の連続性を確保することで、魚がすみやすい環境を創出する。
・上流から下流まで一貫していることで、効果的な種苗放流を行うことが可能となり、漁場としての有効活
用が図られる。



①

②

③

④

計　画  (箇所)

実　績 （箇所）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

26

落差解消を実施した関市千疋地区での効果検証（事前調査）の
様子

2,359千円 43.6

100.0 ％

事業費 6,000千円

事業量 1 1

事
業
評
価

自己評価

・H30年度は関市千疋地内において落差解消工事を実施し、計画値に対し、100％の実
績となった。
・「河川－農地における生態系ネットワーク解析技術開発」を水産研究所に委託し、農
業用排水路や水田を含む面的な水みちの連続性確保のための調査を実施した。

高く評価できる

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

落差の解消

30年度の実施内容

「河川－農地における生態系ネットワーク解析技術開発」「落差解消工事の実施」

実
施
状
況
写
真

施工前 施工後

4,974

0.0 20.0 20.0

2,615 2,359

0 1 1

R３年度 第２期　計

1 1 1 1 1 5

事業主体 市町村等

事業概要 農業用排水路や普通河川との落差の解消

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農地整備課

事 業 名 用排水路・河川落差解消支援事業

事業目的
面的な広がりを持った水みちの連続性を確保し、河川や水田に生息する魚類の繁殖、生息区間を再生
する。



①

②

③

④

計　画  (地区)

実　績 （地区）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

27

事業費 10,000千円 64千円 0.6

事
業
評
価

自己評価

・平成30年度は２回の事業公募を実施したが、１団体のみの応募及び採択となった。
・１団体に対し交付決定を行ったが、年度内の完了の見込みが立たず補助事業として
は廃止となり、団体の自主事業として実施された。
・当該団体については、作成途中の小水力発電機とデモ機を活用した地元小学生への
環境保全学習により、小水力発電の認識の向上を図ることができた。
・令和元年度は２団体と事業実施に向け調整中である。
・今後は、施設設置の推進とともに、既存施設がある市町村へも情報提供を行い、施設
を環境保全学習に有効的に活用していく。

評価できない

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 3地区 0地区 0.0 ％

30年度の実施内容

・高山市赤保木町の1団体が「①環境保全提案型」に取り組んだ。
・小水力発電施設の完成には至らなかったが、制作中の小水力発電施設やデモ機を活用し、高山市内の小学生を
対象に、環境保全学習を実施した。

実
施
状
況
写
真

発電施設を利用した環境保全学習 発電施設を利用した環境保全学習

1,062 64 1,126

33% 0% 6.7

1 0 1

R３年度 第２期　計

3 3 3 3 3 15

事業主体 市町村、ＮＰＯ、地域団体等

事業概要
①環境教育推進型：簡易な小水力発電施設の設置及び電力利用先に要する経費の補助
②環境保全提案型：小規模(0.1kW以上)な水力発電施設の設置に要する経費の補助

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 農地整備課

事 業 名 小水力発電による環境保全推進事業

事業目的
地域の身近な水路等に小規模な小水力発電施設を設置し、環境保全学習を行うとともに、環境保全活動
を実施し、再生可能エネルギーの普及・啓発を図る。



①

②

③

④

計　画
(河川数)
実　績

（河川数）

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

28

事業費 30,000千円 29,996千円 100.0

事
業
評
価

自己評価

・Ｈ30年度は計画値に対し87.9%の実績となった。
・NPO等と県が協働・連携し、流域全体で清掃活動を行うことにより、県民の河川環境
保全意識が向上した。概ね評価できる

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

事業量 58河川 51河川 87.9 ％

30年度の実施内容

県内51河川において、樹木伐採や不法投棄廃棄物の回収などを行った。

実
施
状
況
写
真

不法投棄物撤去前（板取川） 不法投棄物撤去後（板取川）

29,998 29,996 59,994

96.2 87.9 100.0

51 51 73

R３年度 第２期　計

53 58 63 68 73 73

事業主体 県

事業概要 上下流域が連携した河川清掃活動の実施

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 河川課

事 業 名 流域協働による効率的な河川清掃事業

事業目的 流域ごとの河川清掃モデルの確立、県民の河川環境保全意識の向上、清掃活動の環境づくり



①

②

③

④

計　画
(健全割合)

実　績
（健全割合)

進捗率 （％）

事業費（千円）

％

29

事
業
評
価

自己評価

・Ｈ30年度は計画値に対し、104％の実績となった。
・フィッシュウェイサポーターと協働で点検を行い、維持修繕が必要とされた魚道につい
て対策を行い、健全な魚道の割合80%以上を維持することができた。高く評価できる

○魚道の修繕状況【長良川(郡上市)　左：修繕前　右：修繕後】

事業量 80.0% 83.2% 104.0 ％

事業費 50,000千円
43,773千円

（うち昨年度繰越分13,720千
円）

87.5

【根尾川(本巣市)】

事
業
実
績

計　画　（Ａ) 実　績（Ｂ） 進捗率（Ｂ／Ａ）

30年度の実施内容

・県内672箇所の魚道をフィッシュウェイサポーターと協働で点検を行った。
・点検結果に基づき魚道の修繕を行った。

実
施
状
況
写
真

フィッシュウェイサポーターとの魚道点検　

49,992 43,773 93,765

114.0 104.0 0.0

91.2 83.2

R３年度 第２期　計

80 80 80 80 80 80

事業主体 県、フィッシュウェイサポーター

事業概要 魚道点検、魚道内の堆積土砂除去や魚道施設の補修

⑤
第２期

事業実績

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価シート（概要版）

担当課 河川課

事 業 名 河川魚道の機能回復事業

事業目的 河川の連続性の確保、魚がすみやすい環境の創出


